	職種：企画　　職務：プロジェクト・マネジメント

	【概要】

主催者、スポンサー及びクライアントに対するイベント企画の総合窓口として、プロジェクト・マネジメントを主に、制作、運営までのトータルコーディネートを行う仕事。



	【仕事の内容】
プロジェクト・マネジメント職務の仕事は、大別すると以下のとおりである。

（１）プロジェクト基本計画の作成

企画書を踏まえ、担当者への指示・指導によりプロジェクト基本計画の作成をする仕事。

（２）プロジェクト予算のマネジメント

プロジェクト実施計画を踏まえ、担当者への指示・指導によりプロジェクト予算書の作成及びコントロールをする仕事。

（３）組織編制とコミュニケーション

プロジェクト実施計画を踏まえ、計画を円滑に運営するための組織編成とコミュニケーションをする仕事。

（４）広報・宣伝

イベントの広報・宣伝を企画し、実施管理する仕事。

（５）プロジェクト管理

業務分担とスケジュールを明確にし、円滑に運営・推進する仕事。

（６）リスクマネジメント

想定できる全てのリスクに対して事前に防止する方策、また、仮に損失が発生したとしてもその拡大を押さえて、損失の規模を最小限にするための方策を立て実施する仕事。

（７）主催者、スポンサー及びクライアント対応

主催者、スポンサー及びクライアント等との情報交換を円滑に行うとともに、良好な信頼関係を維持・構築し、顧客満足度の向上を図る仕事。

（８）アフターフォロー

イベントの効果測定と評価を行い、主催者、スポンサー及びクライアント等への結果報告を行う仕事。



	【求められる知識・経験】
受託後のイベント全体の総合企画立案、総合計画作成、ならびに、イベント制作から運営まで、イベントに関連する社内外の多くの関係者をプロデュースしながら、総合進行管理などを行うプロジェクト・マネジメント職務は、多様な制作・運営専門技術業務に対する基本的な知識と、協力会社やスタッフを動かすリーダーシップ能力やマネジメント能力、調整力などトータルコーディネート能力が求められる。



	【関連する資格・検定など】

・「イベント検定」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕

・「イベント業務管理者」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕など

（なお、法的に定められた工事や作業等を行う場合には、建築士、施工管理技士、電気工事士、警備業務検定等の有資格者が必須とされることがある。）



	【平成11年改訂・労働省職業分類(小分類)との対応】

・１８４：デザイナー　　　　　　　　　　　・１９４：プロデューサー、演出家

・２５２：企画・調査事務員　　　　　　　　・３３５：サービス外交員




